
この課題に取り組むために必要なもの。

 「国語総合」の教科書

 「国語総合」のノート

ルーズリーフでもよいですが、必ず国語総合用のファイルを準備し、

そこに挟むこと

 古語辞典（電子辞書も可）。

ネットを使ってもいいですが、必ず「古語」の意味を調べてください。

現代語とは同じ言葉でも意味が違います。

 筆記具

1



この課題ですること。 2

 今回は、 ←このマークがでてきたら、ノートへの書き込みをします。

 それ以外のところは、しっかり読んで理解しましょう。
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語
』

う
じ
し
ゅ
う
い
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り

児
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そ
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寝
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今
回
の
内
容

ノ
ー
ト
の
作
り
方
（
古
文
）

１
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
つ
い
て

２

予
習
１

本
文
を
写
す

３

予
習
２

語
句
調
べ
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ノ
ー
ト
の
作
り
方
（
古
文
）
①

細かいところは各自の自由ですが、
「後で見返して勉強できるノート」を目指してください。
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ノ
ー
ト
の
作
り
方
（
古
文
）
②

本文に入る前には、作品の概要などを学習します。
これは、「古文入門」のときと同じように、
「板書を写し」、「自分でメモを」とりましょう。

下の方には、先生
の話をメモしよ

う！

端の方に、疑問に
思ったことや後で
することを書いた

りしよう

6
板書を書こう



で
は
、
次
の
ス
ラ
イ
ド
の
内
容
を
使
っ
て
、
ノ
ー

ト
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

吹
き
出
し
の
中
に
書
い
て
あ
る
こ
と
が
、
先
生
の

口
頭
で
の
説
明
、

そ
れ
以
外
が
、
板
書
だ
と
思
っ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

「
古
文
入
門
」
の
と
き
と
同
じ
く
、

１
行
を
写
す
間
に
顔
を
上
げ
て
い
い
の
は
３
回
ま

で
で
す
。

ノ
ー
ト
の
作
り
方
（
古
文
）
②
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○
作
品
に
つ
い
て

・
作
品
名
：
宇
治
拾
遺
物
語

・
編
者
：
未
詳

・
ジ
ャ
ン
ル
：
説
話
集

せ
つ
わ
し
ゅ
う こ

の
こ
と
は
、

教
科
書
２
３
５
ペ
ー
ジ
に

も
書
い
て
あ
り
ま
す
。

説
話
と
い
う
の
は
、
昔
話
な
ど
の
こ
と

で
す
。

説
話
集
に
は
、
ほ
か
に
『
今
昔
物
語(

こ

ん
じ
ゃ
く
も
の
が
た
り)

』
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
児
の
そ
ら
寝

７
９
４
年
～
平
安
時
代(

貴
族
の
時
代)

、

１
１
８
５
年
～
鎌
倉
時
代(

武
士
の
時
代)

で
す
。
古
文
で
は
こ
れ
ら
の
時
代
に
書

か
れ
た
作
品
を
た
く
さ
ん
扱
う
の
で
、

覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ノ
ー
ト
を
作
り
ま
し
ょ
う

8
・
成
立
年
代
：
鎌
倉
時
代
後
期



ノ
ー
ト
の
作
り
方
（
古
文
）
③

さて、本文です。
本文は、ノートの上側のページに写します。
授業でいろいろ書き足すので、余裕を持って、大きめの字で
書くといいですよ。

行と行の間は、３行くら
い開けよう。

上のページにだけ
書くこと。下は授
業で使います。
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10教
科
書

２
３
０
ペ
ー
ジ
の
１
行
目
「
今
は
昔
」
か
ら
、

４
行
目
「
ひ
し
め
き
合
ひ
た
り
」
ま
で
を

写
し
ま
し
ょ
う
。

今
度
は
、

「
、
」
や
「
。
」
で
区
切
ら
れ
た
と
こ
ろ
ま
で

を
写
す
間
に
、

顔
を
上
げ
る
の
を
３
回
ま
で
に
し
ま
し
ょ
う
。

短
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
顔
を
上
げ
る
回
数
を

減
ら
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

指
示

ノ
ー
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し
ょ
う



ノ
ー
ト
の
作
り
方
（
古
文
）
④

最後に、語句しらべをしましょう。

下のページは、半分に折
るか真ん中に線を引いて、
２段で使いましょう。

意味が複数ある場
合は、すべて書き
ましょう。例文は
いりません。

11

黄
色
の
線
：

書
く

ピ
ン
ク
の
線
：

書
か
な
い



12次
の
ス
ラ
イ
ド
に
出
て
く
る
言
葉
の

意
味
を
古
語
辞
典
で
調
べ
、

ノ
ー
ト
の
下
の
ペ
ー
ジ
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

指
示



ノ
ー
ト
を
作
り
ま
し
ょ
う

○
語
句
し
ら
べ

①
宵
（
よ
ひ
）

②
つ
れ
づ
れ

③
さ
り
と
て

④
わ
ろ
し

⑤
よ
し
（
由
）
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ノ
ー
ト
作
り(

古
文)

確
認
①

14

まったく同じでなくてもかまいません。
必要なことが書けているか、

確認しましょう。



ノ
ー
ト
作
り(

古
文)

確
認
②

15
本
文

語
句
調
べ

お
お
む
ね
同
じ
よ
う
に
で
き
て
い
た
ら
大
丈
夫
で
す
！



『
宇
治
拾
遺
物
語
』

う
じ
し
ゅ
う
い
も
の
が
た
り

児
の
そ
ら
寝
①
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